
１．目標　　　
　携帯電話（スマートフォン）の適切な使い方を理解し、コミュニケーションツールとしての正しい使い方について考える。

２．題材について
　高学年になると携帯電話（スマートフォン）を所有し始める。また所有していなくても興味を持ち始める時期でもある。携帯電話は便利な道具であるが、正しい使い方をしないと人に迷惑をかけたり、人に嫌な思いをさせたりすることがあることを、全ての児童に理解させることが必要である。情報ツールをいかに上手に使っていくか、そのための判断力や心構えを身に付けさせたい。５年生では、通話やメールなどの特定の人とのやり取りの場面について学習し、６年生での学習予定であるインターネットにつなげる。さらに、本時での学習を、今後、「ＳＮＳ東京ルール（※）」を基にして策定する「学校ルール・家庭ルールづくり」へと展開させる。
※ＳＮＳ東京ルール…東京都がＳＮＳを利用する際のルールを策定したもの。次年度以降、ＳＮＳ東京ルールを踏まえ、学校としてのルールを策定する。 
３．つながりを意識した指導の工夫

　携帯電話やインターネットの専門家に小学生における携帯電話のトラブルの現状について具体的に話をしてもらい、安全な利用方法についての専門的知識を知り、正しい使い方の理解を深める。

４．指導計画　　　
	時数
	学習活動

	
	

	１
（学級活動）
	携帯電話の適切な使い方を知り、ルールやマナーを考える。

	２
（学級活動）

本時
	コミュニケーションツールとしてのメールやコミュニケーションアプリ（ＬＩＮＥ等）の使い方について考える。


５．本時の展開（２／２時）
(１)ねらい

メールやコミュニケーションツール（ＬＩＮＥ等）でコミュニケーションをとるときに気を付けることを考える。
　(２)展開
	児童の活動(・予想される児童の反応)
	○指導上の留意点（■評価　◆教材等））

	1. 誰とどんなときにメールやコミュニケーションツールを利用することがあるのか発表する。
· 家に帰る時間が遅くなる時に家の人に連絡するとき。
· 友達と学校であったことを話すとき。
2. 事例を見て、自分ならどうするのか考え、話し合う。

　
· 送る　　　みんなにも知ってもらった方がいいから。
　　　　　　　 友達に相談したいから。
· 送らない　学校で会った時に話せばいいから。
　　　　　　　 悪口になってしまいそうだから。
3. 事例に関係するスライドを見て講師の話を聞く。

4. 事例を見て、自分ならどうするのか考え、話し合う。

5. 事例に関係するスライドを見て講師の話を聞く。
6. 今日の学習で学んだことを振り返る。


	· コミュニケーションツールについて知らない児童がいることが考えられるので、どのようなものか簡単に説明をする。
· 「送る」「送らない」のどちらが正しいのかを決めるのではなく、自分なりの根拠をもって発言している児童を認める。
· メールではお互いの表情が分からないので、うまく伝わるかどうか分からない怖さがあることに気付かせる。

· 「ファミリーeルール」スライド

· LINEでは表情が伝わらないこと、意味が正確に伝わらない可能性があること等に気付かせる。

· ＤＶＤ「危険から身を守ろう！パソコンやスマホを使うとき」
· メールやコミュニケーションツールを利用してする時に気を付けることを考えている。

· 「ファミリーeルール」スライド
○振り返りを生かし、「ＳＮＳ東京ルール」につなげる。


AさんとBさんが貸した本についLINEで話をしていました。Ａさんが貸した本について「どうだった」と聞くとＢさんは「これ、すごくおもしろくない」と答えました。するとAさんは怒ってしまいました。どうしてAさんは怒ったと思いますか。また自分がＢさんならどう返事をしますか？











当番の仕事をさぼった子のことをクラスの友達にも知ってもらった方がいいという話になりました。「今日、つばさ君が飼育当番の仕事に来なかったんだ。前にも同じことがあって、班のみんなも困っているんだ。」というメールまで打ったところで送るか送らないか悩みました。自分ならどうしますか？





メールやコミュニケーションツールを利用する時に注意することを考えよう。














第５学年　学級活動（生活安全）　　　　　　　　　　　場所　５-２教室





携帯電話の使い方を考えよう





２組　26名　指導者　村田　佳世子


ゲストティーチャー　岡崎　泰明


(ファミリーeルール事務局) 








